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【手続補正書】
【提出日】令和3年2月10日(2021.2.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　撮像センサにより画像を撮影して、撮影した画像を記録する撮像装置であって、
　前記撮像センサにより撮影して得られた画像データを符号化する符号化手段と、
　前記撮像センサより撮影して得られた画像データのうち、再生対象となる再生領域より
も大きい符号化領域の画像データを前記符号化手段により符号化し、前記符号化された複
数画像データを所定の記録フォーマットで記録媒体に記録するように制御する記録制御手
段と、を有することを特徴とする撮像装置。
【請求項２】
　前記記録制御手段は、前記符号化領域の画像データを、複数の分割画像データに分割し
、前記複数の分割画像データを前記符号化手段によりそれぞれ符号化し、前記符号化され
た複数の分割画像データを所定の記録フォーマットで１つの画像ファイルとして前記記録
媒体に記録するように制御することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項３】
　前記記録制御手段は、ＨＤＲ画像データを撮影して記録する場合に、再生対象となる再
生領域よりも大きい符号化領域のＨＤＲ画像データを、複数の分割ＨＤＲ画像データに分
割し、前記複数の分割ＨＤＲ画像データを前記符号化手段によりそれぞれ符号化し、前記
符号化された複数の分割ＨＤＲ画像データを前記所定の記録フォーマットで１つの画像フ
ァイルとして前記記録媒に記録するように制御することを特徴とする請求項２に記載の撮
像装置。
【請求項４】
　記録サイズを設定するための設定手段を有し、
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　前記記録制御手段は、前記設定手段により設定された記録サイズに応じて、前記再生領
域および前記符号化領域を決定し、
　前記再生領域のサイズは、前記設定された記録サイズに対応する領域であることを特徴
とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項５】
　前記記録制御手段は、前記再生領域と、前記撮像センサにより撮影して得られた画像デ
ータのうち、読み出し開始可能位置、読み出し終了可能位置とから、前記符号化領域を決
定することを特徴とする請求項４に記載の撮像装置。
【請求項６】
　前記所定の記録フォーマットは、記録される画像データのうち、再生対象とする領域を
指定可能な記録フォーマットであり、
前記記録制御手段は、記録される前記符号化領域よりも小さい前記再生領域を、再生対象
の領域として指定することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項７】
　前記記録制御手段は、前記再生領域の画像データに対応するサムネイル画像データを前
記符号化手段により符号化し、前記符号化したサムネイル画像データを前記符号化した複
数の分割画像データと共に前記所定の記録フォーマットで１つの画像ファイルとして記録
するように制御することを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項８】
　前記符号化手段は、ＨＥＶＣ（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　ＶｉｄｅｏＣｏｄｉ
ｎｇ）規格に従って前記画像データを圧縮符号化することを特徴とする請求項１に記載の
撮像装置。
【請求項９】
　前記所定の記録フォーマットは、ＨＥＩＦ（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｉｍａ
ｇｅ　Ｆｉｌｅ　Ｆｏｒｍａｔ）であることを特徴とする請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１０】
　前記所定の記録フォーマットは、ＨＥＩＦ（Ｈｉｇｈ　Ｅｆｆｉｃｉｅｎｃｙ　Ｉｍａ
ｇｅ　Ｆｉｌｅ　Ｆｏｒｍａｔ）であり、前記記録制御手段は、前記複数の分割ＨＤＲ画
像データを、それぞれ画像アイテムとして記録し、前記複数の分割ＨＤＲ画像データから
構成されるＨＤＲ画像を導出画像アイテムとして記録するように制御することを特徴とす
る請求項２に記載の撮像装置。
【請求項１１】
　前記記録制御手段は、前記複数の分割画像データを、オーバーレイ形式の導出画像アイ
テムとして記録することを特徴とする請求項１０に記載の撮像装置。
【請求項１２】
　前記記録制御手段は、前記導出画像アイテムにおいて、前記再生領域のみが再生される
ように、再生領域を指定することを特徴とすることを特徴とする請求項１０または１１に
記載の撮像装置。
【請求項１３】
　前記記録制御手段は、前記導出画像アイテムにおいて、前記複数の分割画像データが、
前記符号化領域に対応する位置関係となるように配置されるように、前記複数の分割画像
データそれぞれの位置情報を記録するように制御することを特徴とする請求項１０乃至１
２のいずれか１項に記載の撮像装置。
【請求項１４】
　前記記録制御手段は、前記複数の分割画像データがそれぞれ重ならない位置となるよう
に前記複数の分割画像データそれぞれの位置情報を記録することを特徴とする請求項１３
に記載の撮像装置。
【請求項１５】
　前記撮像装置は、前記撮像センサより撮影して得られた画像データのうち、前記符号化
手段により符号化対象とする符号化領域を設定する際に、所定の制約があることを特徴と
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する請求項１に記載の撮像装置。
【請求項１６】
　前記撮像装置は、前記撮像センサより撮影して得られた画像データのうち、符号化開始
／終了が可能な位置が予め決められており、前記符号化開始／終了が可能な位置以外から
は、符号化を開始／終了できないことを特徴とする請求項１５に記載の撮像装置。
【請求項１７】
　撮影した画像を記録する記録装置の制御方法であって、
　前記撮影して得られた画像データを符号化する符号化工程と、
　前記撮影して得られた画像データのうち、再生対象となる再生領域よりも大きい符号化
領域の画像データを前記符号化工程で符号化し、前記符号化された複数画像データを所定
の記録フォーマットで記録媒体に記録するように制御する記録制御工程と、を有すること
を特徴とする記録装置の制御方法。
【請求項１８】
　コンピュータを、請求項１乃至１６のいずれか１項に記載の撮像装置の各手段として機
能させることを特徴とするプログラム。
【請求項１９】
　再生対象となる再生領域よりも大きい符号化領域の画像データを、複数の分割画像デー
タに分割し、前記複数の分割画像データをそれぞれ符号化し、前記符号化された複数の分
割画像データが所定の記録フォーマットで１つの画像ファイルとして記録されている記録
媒体から、前記画像ファイルを読み出す読み出し手段と、
　前記読み出した画像ファイルに含まれる前記複数の分割画像データをそれぞれ複合する
複合手段と、
　前記復号手段により復号された前記複数の分割画像データを１つの画像データに結合し
、前記結合された画像データのうち、前記再生領域の画像データを表示手段に表示するよ
うに制御する表示制御手段と、を有することを特徴とする表示制御装置。
【請求項２０】
　再生対象となる再生領域よりも大きい符号化領域の画像データを、複数の分割画像デー
タに分割し、前記複数の分割画像データをそれぞれ符号化し、前記符号化された複数の分
割画像データが所定の記録フォーマットで１つの画像ファイルとして記録されている記録
媒体から、前記画像ファイルを読み出す読み出し工程と、
　前記読み出した画像ファイルに含まれる前記複数の分割画像データをそれぞれ複合する
複合工程と、
　前記復号手段により復号された前記複数の分割画像データを１つの画像データに結合し
、前記結合された画像データのうち、前記再生領域の画像データを表示手段に表示するよ
うに制御する表示制御工程と、を有することを特徴とする表示制御装置の制御方法。
【請求項２１】
　請求項２０に記載の制御方法をコンピュータに実行させるためのプログラム。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００８
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００８】
　上述の課題を解決するため、本発明の撮像装置は、
　撮像センサにより画像を撮影して、撮影した画像を記録する撮像装置であって、撮像セ
ンサにより撮影して得られた画像データを符号化する符号化手段と、撮像センサより撮影
して得られた画像データのうち、再生対象となる再生領域よりも大きい符号化領域の画像
データを符号化手段により符号化し、符号化された複数画像データを所定の記録フォーマ
ットで記録媒体に記録するように制御する記録制御手段と、を有することを特徴とする。
【手続補正３】
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【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　また、本発明の表示制御装置は、
　再生対象となる再生領域よりも大きい符号化領域の画像データを、複数の分割画像デー
タに分割し、複数の分割画像データをそれぞれ符号化し、符号化された複数の分割画像デ
ータが所定の記録フォーマットで１つの画像ファイルとして記録されている記録媒体から
、画像ファイルを読み出す読み出し手段と、読み出した画像ファイルに含まれる複数の分
割画像データをそれぞれ複合する複合手段と、復号手段により復号された複数の分割画像
データを１つの画像データに結合し、結合された画像データのうち、再生領域の画像デー
タを表示手段に表示するように制御する表示制御手段と、を有することを特徴とする。
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